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わせる場となった。それから 2018 年で 50 年となる。こういう前史も振り返り，次代の第四
期を方向づけていただきい。
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2) 2015. 2.　　 『台湾漢人姻親民族誌』（陳萱訳）449p. 台北：南天書局（『台湾漢民族の姻戚』
中文版）．
203
白山人類学　21 号　2018 年 3 月
［編著書］
1) 1995. 8.20. 『アジア読本・台湾』（笠原政治・植野弘子編）東京：河出書房新社．
 （中文訳『台灣讀本』　汪平譯　台北：前衛社　1997 年）．
2) 2000. 6.10. 『日本の家族における親と娘――日本海沿岸地域における調査研究』（植野
 弘子・蓼沼康子編）150p.　東京：風響社．
3) 2011. 1.31. 『台湾における＜植民地＞経験――日本認識の生成・変容・断絶』( 植野弘子・
 三尾裕子編 )　347p.  東京：風響社．
4) 2016. 3.    『南瀛歴史，社会與文化Ⅳ：社会與生活』( 林玉茹・植野弘子・陳恒安主編 )
 318p. 台南市政府文化局．
5) 2016. 10.22.  『帝国日本の記憶――台湾・旧南洋群島における外来政権の重層化と脱植 
 民地化』（三尾裕子・遠藤央・植野弘子編）291p. 東京：慶應義塾大学出版会．
［論文］
1) 1980. 3. 「南西諸島における家と兄弟姉妹関係――徳之島・与那国島の親族組織をめ 
 ぐって」（修士論文・明治大学）
2) 1981. 2.10.  「南西諸島における姻戚関係」『明治大学大学院紀要』第 18 集 (3)：367-
 384．
3) 1981. 4.15.  「与那国のマチリと神器祭祀」『まつり』37 号：82-111．
4) 1982. 7.30.  「奄美徳之島の祖霊祭祀――井之川のハマウリとその祭祀集団をめぐって」 
 『社会人類学年報』8：127-147．
5) 1983. 2.10.  「台湾漢人社会における母方親族及び姻戚関係に関する諸問題」『明治大学 
 大学院紀要』第 20 集 (3)：127-140．
6) 1987. 3.30. 「妻の父と母の兄弟――台湾漢人社会における姻戚関係の展開に関する事例 
 分析」『民族学研究』51 巻 4 号：375-409．
7) 1987.12.30. 「台湾漢人社会の位牌婚とその変化――父系イデオロギーと姻戚関係のジレ 
 ンマ」『民族学研究』52 巻 3 号：221-234．
8) 1988. 2.10.  「台湾南部の王醮と村落――台南県一祭祀圏の村落間関係」『文化人類学』
 5：64-82，京都：アカデミア出版会．
9) 1989. 1.31. 「台湾漢人社会の祖先祭祀――家族と宗族の祭祀をめぐって」『環中国海の 
 民俗と文化・第三巻・祖先祭祀』 渡邊欣雄編，pp.95-118，東京：凱風社．
10) 1992. 3.31. 「台湾漢民族の死霊と土地――謝土と地基主をめぐって」『国立歴史民俗博 
 物館研究報告』41：377-411．
11) 1993.5.16.   ｢ 台湾漢人社会的『後頭厝』與女性」『台湾学術研究会誌』６：165-175．
204
植野弘子教授の略歴と研究業績
12) 1993.6.25.  「血の霊力――漢民族の生殖観と不浄観」『性の民族誌』須藤健一・杉島敬 
 志編，pp.209-229，京都：人文書院．
13) 1994.12.    「藏族的婚姻関係和貿易網状関係――予備考察」『中国西南的古代交通与文
 化』四川大学歴史系編 ,　pp.350-366，成都：四川大学．
14) 1995.　　   “Daughters and the Natal Family in Taiwan: Affinal Relationships in 
 Chinese Society.” In SUENARI Michio et al.(eds.) Perspectives on 
 Chinese Society: Views from Japan. pp.48-66. Canterbury: Centre for 
 Social Anthropology and Computing, Eliot College, University of Kent.
15) 1996. 3.25. 「台湾漢民族における屋敷地をめぐる霊と呪術」 『家・屋敷地と霊・呪術』 
 長谷川善計ほか編，pp.176-201，東京：早稲田大学出版部． 
16) 1996. 4. 5. 「満族の女性と婚姻をめぐる関係――伝統的慣習と漢化」『満族の家族と社 
 会』愛新覚羅顕琦・江守五夫編，pp.45-93，東京：第一書房．
17) 1998.5. 「台湾漢民族社会における姻戚関係――女性をめぐる連帯と対立に関する分 
 析」（博士論文・東京大学）
18) 1999.2.15.  「台湾漢民族の姻戚関係再考」『中原と周辺――人類学的フィールドからの 
 視点』末成道男編，pp.149-170，東京：風響社．
19) 1999.2.20.  「移民社会における姻戚関係」『中国東北部朝鮮族の民俗文化』竹田旦編，                
 pp.67-86，東京：第一書房．
20) 1999. 8.20. 「名前と変化（へんげ）」『妖怪変化　民俗学の冒険③』 常光徹編，
 pp.161-185，東京：ちくま書房．
21) 2000. 7. 5.  ｢ 婚出する娘――漢民族の家族研究における一視角」『歴史と民族における 
 結婚と家族』　宮良高弘・森謙二編，pp.273-304，東京：第一書房．
22) 2004. 3. 「植民地台湾における民俗文化の記述」『人文学科論集』（茨城大学人文学部）
 41:39-57．
23) 2005. 3.  「植民地台湾の日常生活における「日本」に関する試論――女性とその教育 
 をめぐって」『人文学科論集』（茨城大学人文学部）43:1-17．
24) 2006. 3.20.  「植民地台湾における高等女学校生の 「日本」 ――生活文化の変容に関する
 試論」『戦後台湾における＜日本＞――植民地経験の連続・変貌・利用』  
 五十嵐真子・三尾裕子編，pp.121-154，東京：風響社．
25) 2008. 2.28.  「台湾における名前の日本化――日本統治下の 「改姓名」 と 「内地式命名」」 
 『東洋大学アジア文化研究所研究年報』42:97-108．
26) 2008. 4.  「台南文化上所受之日本統治的影響――研究高等女学校教育對台湾生活文化 
 之意義」（呉得智訳）『南瀛歴史，社会與文化』林玉茹・Fiorella Allio（艾茉莉）
205
白山人類学　21 号　2018 年 3 月
 主編，pp.409-429，台南：台南縣政府．
27) 2010. 6.     「日本統治時期台南之高等女学校生：従生命史観察「日本」経験與伝統習俗」
 （陳萓訳），『南瀛歴史，社会與文化Ⅱ』戴文鋒主編，pp.143-147，台南：台
 南県政府．
28) 2011. 1.31.  「台湾の日常と「日本教育」――高等女学校生の家庭から」『台湾における
 ＜植民地＞経験――日本認識の生成・変容・断絶』植野弘子・三尾裕子編，
 pp.141-184，東京：風響社．
29) 2011. 3.31.  「父系社会を生きる娘――台湾漢民族社会における家庭生活とその変化をめ 
 ぐって」『文化人類学』75-4:526-550．
30) 2012. 12.     「『民俗台湾』にみる日本と台湾の民俗研究――調査方法の検討を通じて」，
 『東洋大学社会学部紀要』50(1)：99-112.
31) 2016. 9.28.   「婚出女性がつなぐ「家」――台湾漢民族社会における姉妹と娘の役割」『家
 と共同性』加藤彰彦・戸石七生・林研三編，pp.233-254, 東京：日本経済評
 論社．





1) 1980. 3.10. 「社会関係の諸形態」pp.49-70，「年中儀礼」pp.82-90．（植松明石と共著）『与
 那国の文化――沖縄最西端与那国島における伝統文化と外来文化：周辺諸
 文化との比較研究』渡邊欣雄・植松明石編，与那国研究会．
2) 1987. 7.20. 「台湾漢人家族の女性に関する覚書――「妻」と「姉妹」の二面性」『ふぃるど』
 （明治大学社会人類学研究会）第 2 号：51-56．
3) 1987. 8.10. 「日本は母系制か双系制か」『日本女性史』脇田晴子ほか編，pp.9-14,
 東京：吉川弘文館．
4) 1992. 5.20. 「満族のアイデンティティ」『ふぃるど』（ふぃるど社会人類学研究会）
 第 5 号：41-43．
5) 1992. 5.　  「遼寧省の満族と満族研究」『満学協会会報』平成４年春号：13-17．
6) 1993. 1.20.  「個人・家族・社会」『文化人類学』 波平恵美子編，pp.34-66，東京：医学書院．





8) 1994. 12. 1. 「フィールドワークでみえた日本」『茨城大学教養部報』64：3-4．
9) 1995. 8.20. 「鬼月――年中行事」『アジア読本・台湾』笠原政治・植野弘子編，pp.126-
 132，東京：河出書房新社．
10) 1995. 8.20. 「息子と娘の親孝行――漢民族の家族」『アジア読本・台湾』笠原政治・植
 野弘子編，pp.102-109，東京：河出書房新社．
11) 1995. 8.20. 「死んでもお嫁に――位牌の結婚」『アジア読本・台湾』笠原政治・植野弘子編，
 pp.133-139，東京：河出書房新社．
12) 1996. 3.31. 「チベット・ラサ市近郊の民家」（朝野洋一と共著）『茨城大学教養部紀要』
 30 号：267-279．
13) 1996. 6.15. 「近い異文化の研究――台湾漢民族社会のフィールドワーク」『フィールド
 ワークを歩く――文科系研究者の知識と経験』 須藤健一編 , pp.199-206，京
 都：嵯峨野書院．
14) 1997. 7.31.  「台湾における死者祭祀と喪服」『家族と死者祭祀』孝本貢・八木透編，
 pp.223-228，東京：早稲田大学出版部．
15) 2002. 1. 6.   ｢ 人と人とのつながり」『文化人類学 第２版』波平恵美子編，pp.38-74，
 東京：医学書院．
16) 2009. 11.10.  「イエと家族」『図説　日本民俗学』福田アジオ・古家信平・上野和男・倉
 石忠彦・高桑守史編，pp.54-63，東京：吉川弘文館．
17) 2011. 3.31. 「特集 台湾をめぐる境域 序」『白山人類学』14：1-6．
18) 2016. 3.  「導論：南瀛地区的社会生活」（林玉茹と共著）『南瀛歴史，社会與文化Ⅳ：
 社会與生活』林玉茹・植野弘子・陳恒安主編，pp.vi-xvi，台南市政府文化局．
［翻訳］
1) 1993. 6.10. 烏丙安著「中国北方諸民族の通婚慣習」『日本の家族と北方文化』江守五夫
 他，pp.157-190，東京：第一書房．
2) 1994. 9.15.  エミリー・エイハン著「台湾村落における墓の風水」（宮原暁と共訳）
 （AHERN, Emily, “Geomancy of Grave." In The Cult of the Dead 
 in a Chinese Village.） 
3) 1999. 2.20.  江帆著「女性の民間信仰とその変遷」『中国東北部朝鮮族の民俗文化』 
 竹田旦編，pp.291-314，東京：第一書房．
4) 1999. 2.20.  烏丙安著「風水と占卜の源流と現状」『中国東北部朝鮮族の民俗文化』
 竹田旦編，pp.357-374，東京：第一書房．
207
白山人類学　21 号　2018 年 3 月
［書評］
1) 1988. 5.31. 「比嘉政夫著　『女性優位と男系原理――沖縄の民俗社会構造』」『日本民　　
 俗学』第 174 号：167-175．
2) 1989. 8. 1.  「WATSON, Rubie S., Inequality among Brothers: Class and Kinship in 
 South China.」『ふぃるど』（明治大学社会人類学研究会）第 3 号：48-52．
3) 1990. 12.25. 「和田正平著『性と結婚の民族学』」『比較家族史年報』5：121-124．
4) 1993. 12.30. 「村武精一著『家と女性の民俗誌』」『民族学研究』58 巻 3 号：288-230．
5) 1998. 7.25. 「上野輝将など著『「性を考える」　わたしたちの講義』」『女性史学』第 8 号：
 114-119． 
6) 2005. 12.31. 「山路勝彦著　『台湾の植民地統治――＜無主の野蛮人＞という言説の展
 開』」『文化人類学』70 巻 3 号：426-429．
［事典］
1) 1986. 9.10. 「正月［中国］」『日本大百科全書』11，p.818，東京：小学館．
2) 1987. 11. 1. 「年中行事［中国］」『日本大百科全書』18，pp.313-314，東京：小学館．
3) 1996. 2.28. 「持参財産」pp.393-394.「売買婚」p.682.「有償婚」pp.815-816.「養子の歴史（東
 アジア）」pp.822-823.「幼児婚／幼児婚約」pp.834-835. 「労役婚」pp.873-
 874. 『事典家族』東京：弘文堂．
4) 1999. 10.1. 「イトコ婚」上巻 pp.112-113.「婚姻規制」上巻，p.660　『日本民俗大辞典』
 東京：吉川弘文館．
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白山人類学研究会
白山人類学研究会は，東洋大学社会学部社会文化システム学科の教員を世話人として組織
されている。定例研究会は，原則として毎月第 3 または第 4 月曜日，東洋大学 8 号館で開催





























































































13:00 ～ 13:10 趣旨説明　　　植野　弘子（東洋大学） 
13:10 ～ 13:55 「近代建築物にみる沖縄の 「近代化」 認識に関する一試論」 
 報 告 者：上水流　久彦（県立広島大学） 
 コメンテーター：泉水　英計（神奈川大学） 
13:55 ～ 14:40 「交錯する記憶――朝鮮半島をめぐる植民という日常」 
 報 告 者：鈴木　文子（佛教大学） 
 コメンテーター：三尾　裕子（慶應義塾大学） 
14:50 ～ 15:35 「沖縄県の台湾系住民をめぐる記憶の連続・断裂・散在――宮古地方と八重
 山地方を比較して」 
 報 告 者：松田　良孝（フリー・ジャーナリスト） 
 コメンテーター：笠原　政治（横浜国立大学） 
15:35 ～ 16:20 「国際交流事業における在日コリアンの参与――対馬と下関の朝鮮通信使再
 現行列を中心に」 
 報 告 者：中村　八重（韓国外国語大学） 
 コメンテーター：井出　弘毅（東洋大学） 
16:30 ～ 17:15 「パイン産業にみる旧日本帝国圏を越える移動――ハワイ・台湾・沖縄を中
 心に」 
 報 告 者：八尾　祥平（神奈川大学） 
 コメンテーター：箕曲　在弘（東洋大学） 
17:20 ～ 18:10 総合討論
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『白山人類学』投稿規定
1　本誌の名称および目的
本誌は，日本語名を『白山人類学』，英語名を Hakusan Review of Anthropology と称し，
白山人類学研究会の会誌として，会員による研究成果の発表およびこれに関連する情報・














a-c は 400 字詰め横書き原稿用紙で概ね 60 枚以内，d は 30 枚以内，e-g は 15 枚以内とする。
いずれも未発表のものに限る。原稿には論文タイトル，投稿者の氏名，所属機関，所属機関，
連絡先（電子メールアドレス），英語タイトル，ローマ字氏名，所属の英語名を付記する




(2) 使用言語は日本語または英語に限る。日本語については，できるだけ常用漢字 ･ 新か
なづかいを使用する（英語論文の執筆要領等については，編集委員に相談すること）。
































採用原稿については，著作権のうち，複製権，翻訳 ･ 翻案権，公衆送信 ･ 伝達権（いず
れも電子形態による場合を含む）を白山人類学研究会代表に譲渡することとする。
8　原稿の送付先・問合せ先（2018 年度）









本規定は，2018 年 4 月 1 日から施行する。
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1-4 投稿原稿の MS ワードの設定は，A4 版，横書き，余白：上下左右 30mm，一行の
 文字数：38 字，行数：40 行，行間：1 行，フォントサイズ：11 ポイント，用紙の 
 端からの距離：ヘッダー・フッターともに 15mm とすること。
1-5 日本語は，章の表題，節の表題については全角 MS ゴシック，本文および脚注文に 
 ついては全角 MS 明朝を使用する。

















 * なお，最終原稿において所属は，氏名の末尾に上付きアスタリスク（＊，日本語 




 で，続けて全角セミコロン（；）の後に，所属・住所 / 電子メールアドレスを英語で記す。
 例 : 
	 ∗ 東洋大学社会学部；Faculty of Sociology, Toyo University, 5-28-20, Hakusan,  






















 （I，III，IV など）で入力すること。II，IV，IX などは，I，V，X などの組み合わ 
 せで入力する（例 : IV は“ I ”と“ V ”を組み合わせる）。
(6) 章と節の数字の後ろに点はつけず，半角 2 文字分のスペースを入れて表題を記す。






 例 : 所謂 → いわゆる　丁度 → ちょうど　又 → また，但し→ただし
3-4 繰り返しの記号のうち，かな文字の反復記号（ゝ等）は避け，漢字の反復記号（々） 
 は用いる。
 例 : あゝ → ああ　人人 → 人々
3-5 句点はマル（ 。 ），読点はカンマ（ ， ）を用いる。いずれも全角にすること。
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3-6 漢字名以外の外国の人名 ･地名等はカタカナで表記する。必要に応じ，初出時にマ 
 ル括弧内に原綴りを記す。




 とえば，①は (1)，Ⅲは III とする。
3-9 名詞を並列する場合は，全角カンマ（ ， ），ナカグロ（ ・ ）を適宜，用いる。
3-10 引用文は前後にカギ括弧「　」をつける。ただし，引用が比較的長いときには，改 
 行してブロックとする ｡引用ブロックは左側全体を 2 文字インデントし，さらにそ 
 の１行目を１字下げる ｡前後のカギ括弧「　」はつけない。引用ブロックと前後の 




 宜，桁を区切る半角カンマ（ , ）をいれる。
 例：1990 年，3,120 人，一流，第二次世界大戦
4-2 分数は，3 分の 1，20 分の 7 のように示す。パーセントは %（半角 century）とする。
4-3 数の幅は半角ハイフン（ - ）を用いる。





 字），半角スペース 2 文字，表題の順で記す。








 例 : 







 例 : 
 ［加藤編 2004］／［植野・蓼沼編 2000］
 ［Hefner ed. 2002］／［Hefner and Horvatich eds. 1997］
(3) 編著者が複数の文献を参照／引用した場合は，編著者名を次のように記載する。日本
語文献については，ファミリーネームをナカグロでつなぐ。英語等の文献については，




(4) 同じ文献の異なる箇所を表記する場合は，半角カンマ（ , ）で参照箇所を分ける。
 例 :
 ［末成 1999: 387-389, 404］
(5) 異なる文献を同時に表記する場合は半角セミコロン（ ; ）を用いる。
 例 : 





 例 : 
 ［外務省（オンライン） 2014］／［Department of Statistics, Malaysia (online) 2014］











(3) 複数の編著者の欧米語文献を記す場合，第 1 編著者については，氏名を倒置させてラ
スト ･ ネーム，ファースト ･ ネームの順とするが，第 2 編著者以降については，氏名
を倒置させない（ただし本文中の引用では，編著者のすべてについてファミリーネー
ムのみを記す）。編著者が 2 人の場合，編著者名は “and”（または and に相当する当
該言語の単語）でつなぐ。編著者が 3 人以上の場合は，編著者名は全角スラッシュで
つなぎ，最後の編著者名のみ “and” でつなぐ。“&” は使用しない。
(4) 日本語・欧米語以外の文献の記載法は，欧米語文献の例に準ずるが，著者名のファー
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 〔日本語〕著者名（改行）＝発行年＝半角スペース 2 文字＝「論文タイトル」＝『雑誌名』
＝巻＝半角マル括弧（始）＝号＝半角マル括弧（終）＝半角コロン＝半角スペース＝
掲載ページ範囲＝全角ピリオド





   2007  「所有と分配の力学――エチオピア西南部・農村社会の事例から」『文化人類
  　  　学』72(2): 141-164．
 Bird-David, Nurit.
   1990  The Giving Environment: Another Perspective on the Economic System of 
 　　　 Gatherer-Hunters, Current Anthropology 31(2): 189-196.
(2) 論文集に掲載されている論文の場合




 〔英語等〕著者名（改行）＝発行年＝半角スペース 2 文字＝論文タイトル＝半角カンマ





   1999  「ベトナムから見た漢族家族の特徴」『中原と周辺――人類学的フィールドワー
 　　　 クからの視点』末成道男（編），387-408 ページ，東京 : 風響社．
 Watson, James L.
   1986  Anthropological Overview: The Development of Chinese Descent Group, In 
 　　　 Kinship Organization in Late Imperial and Modern China, 1000-1940, edited 
 　　　 by Ebrey, Patricia Buckley and James L. Watson, pp. 274-292, Berkeley: 




 〔日本語〕著者名（改行）＝発行年＝半角スペース 2 文字＝『書名』＝発行地名＝半
角コロン＝半角スペース＝出版社＝全角ピリオド




   1983  『台湾アミ族の社会組織と変化――ムコ入り婚からヨメ入婚へ』東京 : 東京大
 　　　 学出版会．
 Freedman, Maurice










   2004  『変容する東南アジア社会──民族・宗教・文化の動態』東京 : めこん．
 植野弘子・蓼沼康子（編）
   2000  『日本の家族における親と娘――日本海沿岸地域における調査研究』東京 : 風
 　　　 響社．
 吉原和男／クネヒト・ペトロ（編）
   2001  『アジア移民のエスニシティと宗教』東京 : 風響社．
 Hefner, Robert W. (ed.)
   2002  The Politics of Multiculturalism: Pluralism and Citizenship in Malaysia, 
 　　　 Singapore, and Indonesia, Honolulu: University of Hawai‘i Press.
 Hefner, Robert W. and Patricia Horvatich (eds.)
   1997  Islam in an Era of Nation-States: Politics and Religious Renewal in Muslim 
 　　　 Southeast Asia, Honolulu: University of Hawai‘i Press.
(5) 再版された図書，発行後に書籍に収録された論文を参照した場合




   1974(1938)  「台湾高砂族の父系制における母族の地位」『馬淵東一著作集　第三巻』
 　　　 9-65 ページ，社会思想社（初版 : 『民族学年報』1）．
(6) ウェブサイト上（オンライン）の資料・論文等を参照した場合
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開年）＝“ページ名”＝半角ピリオド＝ Accessed on Month Date, Year ＝半角ピリオ
ド（改行）＝ URL




   2014  「日・インドネシア外相会談（概要）」2014 年 3 月 10 日アクセス．
 　　　 http://www.mofa.go.jp/mofaj/s_sa/sea2/id/page3_000680.html
 Department of Statistics, Malaysia











6-2 注番号は 1 からおこし，1) のように半角数字，右側のみの半角マル括弧（終）で示
 す。フォントは century。注の数字とマル括弧は，本文中では注を付す箇所の右肩 





6-4 注は原稿枚数に含まれる。枚数の 10％以内を注の分量の目安とする（たとえば 50 
 枚の場合は 5 枚以内）。
7　図・表・写真
7-1 図，表，写真は，原則として執筆者が作成したものをそのまま掲載する。本文中に 
 挿入箇所を分かりやすく示すこと（例 : 「→図 1 を挿入」）。





7-4 図，表ともに作成の際に使用した資料・文献を「出典 : ＊＊」というように明示す






 例 : ー（長音）と―（ハイフン）



















































  a) 一部の用語，表現，パラグラフ等について，書き直しを必要とする
  b) 一部の章または節について，書き直しを必要とする
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